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弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

会場いっぱいになった報告集会

＝
お
知
ら
せ
＝

青
森
市
の
鹿
内
市
長
が
辞
意
を

表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
マ

ス
コ
ミ
は
こ
ぞ
っ
て
鹿
内
市
長

の
批
判
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す

が
ア
ウ
ガ
を
建
設
し
た
の
は

佐
々
木
市
長
の
と
き
で
、
第
三

セ
ク
タ
ー
等
の
公
的
資
金
を
活

用
し
た
事
業
運
営
は
全
国
的
に

も
て
は
や
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

建
設
を
推
進
し
た
当
時
の
市
長

や
賛
成
し
た
市
議
会
議
員
の
責

任
は
問
わ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
公
的
資
金
を
注
ぎ
込
む
事

業
運
営
は
全
国
各
地
で
破
た
ん

を
繰
り
返
し
て
お
り
、
年
金
福

祉
事
業
団
の
設
立
し
た
リ
ゾ
ー

ト
施
設
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
」

が
、
巨
額
の
負
債
を
抱
え
て
破

た
ん
し
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新

し
い
。
残
さ
れ
た
施
設
は
民
間

企
業
等
に
格
安
で
売
却
さ
れ
、

注
入
し
た
公
的
資
金
は
回
収
さ

れ
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
い

る
。
第
三
セ
ク
タ
ー
を
含
む
公

的
資
金
を
注
ぎ
込
む
事
業
運
営

は
、
根
本
か
ら
の
検
証
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ア
ウ

ガ
建
設
の
必
要
性
や
意
義
は
な

ん
で
あ
っ
た
の
か
、
事
業
運
営

の
見
通
し
は
ど
う
で
あ
っ
た
の

か
。
も
と
も
と
、
ず
ぶ
の
素
人

が
手
掛
け
る
に
は
無
理
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

マ
ス
コ
ミ
の
記
事
が
鹿
内
市
長

批
判
ば
か
り
を
繰
り
返
し
、
建

設
し
た
当
事
者
の
責
任
に
一
言

も
触
れ
な
い
の
は
、
公
正
な
マ

ス
コ
ミ
の
報
道
と
言
え
る
の
で

し
ょ
う
か
。
権
力
者
に
す
り
寄

る
マ
ス
コ
ミ
に
、
危
機
感
を
お

ぼ
え
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う

か
。

檜
山

青森年金裁判の傍聴に
１１０人余

雪
・
雨
・
風
に
め
げ
ず

金
曜
行
動
２
０
０
回

野党統一候補で
参院選挙勝利を

　

県
労
連
は
、
参
議
院
選
挙
勝

利
決
起
集
会
を
開
催
、
野
党
統

一
候
補
・
田
名
部
匡
代
さ
ん
の

勝
利
の
た
め
意
思
統
一
し
ま
し

た
。
決
起
集
会
に
は
全
労
連
の

小
田
川
義
和
議
長
と
田
名
部
さ

ん
も
参
加
し
ま
し
た
。
田
名
部

戦争法廃止の決意をのべる田名部候補

選挙情勢を報告する小田川議長

さ
ん
は
、
戦
争
法
の
廃
止
と
平

和
を
守
る
た
め
、
安
倍
政
権
を

退
陣
を
追
い
込
む
た
め
、
野
党

統
一
の
力
で
当
選
を
果
た
し
た

い
と
力
強
く
決
意
を
表
明
、
参

加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け

ま
し
た
。
小
田
川
議
長
は
、
選

　
６
月
17
日
、
青
森
年
金
裁
判

の
第
１
回
口
頭
弁
論
が
青
森
地

方
裁
判
所
大
法
廷
で
開
催
さ

れ
、
県
内
各
地
か
ら
原
告
団
、

支
援
す
る
会
等
か
ら
１
１
０
名

を
超
え
る
傍
聴
者
で
あ
ふ
れ
ま

し
た
。
１
回
目
と
言
う
こ
と
も

あ
り
、
原
告
の
意
見
陳
述
と
今

後
の
裁
判
日
程
を
確
認
し
て
短

時
間
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
千
代
谷
邦
弘
原
告
団
長
は
、

年
金
生
活
者
の
実
態
と
年
金
削

減
の
不
当
性
を
訴
え
、
公
正
な

裁
判
を
要
請
し
ま
し
た
。
傍
聴

者
は
、
県
教
育
会
館
に
移
動
、

報
告
集
会
を
開
催
、
横
山
弁
護

団
長
か
ら
裁
判
の
中
身
を
報
告

し
て
も
ら
い
、
９
月
16
日
の
第

２
回
口
頭
弁
論
に
も
大
法
廷
を

満
席
に
す
る
こ
と
を
確
認
し
て

終
了
し
ま
し
た
。
裁
判
に
先
立

っ
て
、
29
名
が
参
加
し
て
原
告

団
会
議
を
開
催
、
裁
判
の
取
組

み
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
は
か

り
ま
し
た
。

　
年
金
裁
判

は
、
全
国
41

都
道
府
県
で

４
０
９
１
人
が

参
加
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

年
金
裁
判
を
支

援
す
る
会
は
26

都
道
府
県
で
結

成
さ
れ
、
青
森

県
は
１
月
に
結

成
総
会
が
開
催
さ
れ
、
３
月
に

「
東
青
地
区
年
金
裁
判
を
支
援

す
る
会
」
が
、
５
月
に
「
青
森

年
金
裁
判
を
支
援
す
る
中
弘
南

黒
連
絡
会
」
が
結
成
さ
れ
、
活

動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

挙
戦
の
情
勢
を
報
告
、
田
名
部

さ
ん
の
当
選
で
改
憲
を
阻
止
し

強
権
政
治
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ

う
と
訴
え
ま
し
た
。

　

緊
急
に
も
か
か
わ
ら
ず
70
名

が
参
加
、
熱
気
あ
る
集
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
す

「
金
曜
行
動
」
が
、
青
森
市
・

十
和
田
市
・
八
戸
市
・
む
つ

市
・
弘
前
市
・
五
所
川
市
で
取

り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
６
月
３
日
、
青

森
市
は
12
年
８
月

10
日
か
ら
数
え
て

節
目
の
２
０
０
回

目
を
迎
え
ま
し

た
。
雪
の
日
も
雨

の
日
も
風
の
日
も

元
日
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
の
日
は

各
団
体
、
市
民
50

人
が
参
加
、
リ

レ
ー
ト
ー
ク
の
あ

市民50人が参加したデモ行進

と
「
原
発
再
稼
働
反
対
」
「
原

発
・
核
燃
か
ら
撤
退
」
「
大
間

原
発
建
設
反
対
」
な
ど
の
コ
ー

ル
を
参
加
者
で
唱
和
し
た
あ

青森市

と
、
繁
華
街
を
デ
モ
行
進
、
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
福
島
原
発
事
故
後
、
原
発
ゼ

ロ
で
も
電
力
は
足
り
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
原
発
が
稼
働
し
て

い
る
の
は
川
内
原
発
１
号
機
と

２
号
機
の
み
で
後
の
原
発
は
止

ま
っ
た
ま
ま
で
す
。
今
年
は
猛

暑
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

政
府
は
６
年
ぶ
り
に
「
節
電
要

請
」
は
し
な
い
と
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
太
陽
光
や
風
力
、
小
水
力
な

ど
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

や
企
業
や
家
庭
の
節
電
の
拡
大

に
よ
っ
て
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
実

現
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
に
な

り
ま
す
。

　
原
発
が
稼
働
す
る
限
り
「
核

の
ゴ
ミ
」
＝
使
用
済
み
核
燃
料

が
蓄
積
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
根

本
的
解
決
は
「
原
発
・
核
燃
」

か
ら
撤
退
す
る
こ
と
で
す
。

●
大
間
原
発
反
対
現
地
集
会

と
き　

７
月
17
日（
日
）11
時
半

と
こ
ろ　

大
間
町

各
地
域
か
ら
バ
ス
等
で
参
加

予
定
。

●
最
賃
座
り
込
み

と
き　

７
月
11
日（
月
）10
時
〜

　
　
　

15
時
15
分
ま
で

と
こ
ろ　

駅
前
公
園

●
平
和
大
会
学
習
会

と
き　

７
月
23
日（
土
）13
時
半

と
こ
ろ　

青
森
市
文
化
会
館

講
演　

講
師
・
千
坂
純（
日
本
平

和
委
員
会
事
務
局
長
）

演
題　

日
米
安
保
と
三
沢
基
地
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第308回
まちがい
さがし

中
学
校
で

初
の
イ
ベ
ン
ト
運
動
会
も
終
わ

り
、
も
う
す
ぐ
第
一
回
到
達
度

テ
ス
ト
。
そ
ん
な
中
、
部
活
動

で
の
ケ
ガ
。
全
治
３
日
と
軽
く

す
ん
だ
け
ど
、
人
の
話
を
聞
い

て
な
い
こ
と
が
仇
と
な
り
、
日

頃
の
行
い
っ
て
だ
い
じ
だ
な
と

実
感
。
（
三
浦
し
の
ぶ
・
年
金

者
組
合
）

友
人
に
誘
わ
れ

新
緑
の
十
和
田
湖
へ
。
奥
入
瀬

の
流
れ
に
逆
ら
っ
て
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
。
ひ
め
ま
す
定
食
の
お
い

し
か
っ
た
こ
と
。
日
の
光
が
新

緑
を
こ
ん
な
に
も
美
し
く
す
る

こ
と
を
再
確
認
し
た
こ
と
で
し

た
。
（
都
谷
森
孝
子
・
年
金
者

組
合
）

ぜ
ん
そ
く
で

で
入
院
し
ま
し
た
。
退
院
し
て

１
か
月
過
ぎ
た
こ
ろ
、
今
度
は

大
腸
憩
室
炎
で
入
院
し
ま
し

た
。
も
う
少
し
で
退
院
で
す
。

（
成
田
翔
子
・
年
金
者
組
合
）

毎
日
慌
た
だ
し
い
中
で

原発核燃からの撤廃を
核燃サイクル反対会議

ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
で
「
青
い
空
」

「
原
爆
許
す
ま
じ
」
を
合
唱
し

た
後
、
市
内
を
１
時
間
ほ
ど
パ

　

６
月
５
日
、
礼
文
島
を
出
発

し
て
き
た
原
水
爆
禁
止
国
民
平

和
行
進
が
青
森
県
に
入
り
、
青

森
市
平
和
公
園
で
出
発
集
会
が

開
催
さ
れ
２
３
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

谷
崎
嘉
治
県
原
水
協
会
長
が

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被

爆
者
が
訴
え
る
核
兵
器
廃
絶
国

際
署
名
」
の
取
り
組
み
を
訴
え

ま
し
た
。
青
森
県
被
爆
者
の
会

の
田
中
庄
司
会
長
が
「
被
爆
者

の
多
く
は
80
歳
を
超
え
て
い

る
。
生
き
て
い
る
う
ち
に
核
兵

器
を
廃
絶
し
て
ほ
し
い
。
全
国

各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
平

和
大
行
進
が
大
き
な
力
に
な

る
」
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
し

久
し
ぶ
り
に
間
違
い
さ
が
し
を

や
っ
て
み
る
と
、
珍
し
く
全
部

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
日
は
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。

（
越
善
妙
子
・
県
教
組
）

先
日
�
権
現
崎
の

ゴ
ト
ゴ
ト
に
行
っ
て
、
今
は
高

級
魚
？
と
な
っ
て
い
る
ホ
ッ

ケ
、
マ
タ
ナ
ゴ
（
30
㎝
）
と
ア

ブ
ラ
メ
を
釣
っ
て
て
き
ま
し

た
。
だ
い
ぶ
疲
れ
ま
し
た
が
、

帰
宅
し
て
か
ら
焼
い
た
り
、
刺

身
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
（
工

藤
順
勝
・
私
教
連
）

熊
本
地
震
は
ひ
ど
い

東
区
に
住
ん
で
い
る
友
人
は
、

家
も
体
も
無
事
で
し
た
が
、
水

は
濁
り
飲
め
な
い
と
ボ
ヤ
イ
て

い
ま
し
た
。
（
中
村
龍
平
・
建

交
労
）

テ
レ
ビ
番
組
は

山
ほ
ど
あ
る
が
見
た
い
番
組
は

ほ
ん
の
少
し
し
か
な
い
。
99
％

は
バ
ラ
イ
テ
ィ
ー
で
出
演
者
が

騒
い
で
楽
し
ん
で
い
る
だ
け
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
「
モ
ミ
イ
放
送
局
」

化
し
、
日
テ
レ
系
、
フ
ジ
系
は

「
ア
ベ
応
援
団
」
化
し
、
現
政

権
を
支
え
る
役
目
し
か
な
い
。

（
長
内
一
・
建
交
労
）

相
撲
の
話
の
中
で

相
撲
選
手
に
つ
い
て
話
し
た

ら
、
力
士
で
し
ょ
う
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
ち
な
み
に
力
士
の
こ

と
を
英
語
で
は
相
撲
レ
ス
ラ
ー

と
言
い
ま
す
。
（
下
山
智
裕
・

弘
大
職
組
）

自
宅
近
く
に

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
り

「
一
人
カ
ラ
オ
ケ
」
の
楽
し
さ

を
知
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
細
川
弘
彦
・
年
金
者
組
合
）

　

６
月
11
日
、
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
施
設
立
地
反
対
連
絡
会
議
の

総
会
が
開
催
さ
れ
、
40
名
余
が

参
加
し
ま
し
た
。
総
会
に
先
立

っ
て
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
労
働
組
合
元
執
行
委
員
長

の
岩
井
孝
氏
が
、
「
原
発
・
核

燃
か
ら
の
撤
退
―
再
処
理
工
場

の
危
険
性
に
つ
い
て
ー
」
と
題

し
て
１
時
間
余
に
わ
た
っ
て
講

演
し
ま
し
た
。
岩
井
氏
は
、
高

速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
破

綻
や
「
核
燃
サ
イ
ク
ル
施
設
」

の
技
術
の
未
確
立
、
再
処
理
工

場
の
22
度
の
完
成
時
期
の
延
長

な
ど
か
ら
核
燃
サ
イ
ク
ル
政
策

の
転
換
を
強
調
し
ま
し
た
。

最賃を1,000円に

　

谷
崎
事
務
局
長
は
、
福
井
地

裁
に
よ
る
「
高
浜
原
発
3
・
4

号
機
の
運
転
差
し
止
め
」
判
決

発
か
ら
の
撤
退
の

第
１
歩
だ
と
評
価

し
ま
し
た
。

　

「
原
発
再
稼
働

ス
ト
ッ
プ
」
「
原

発
・
核
燃
か
ら
の

合
意
形
成
を
」
を

内
容
と
す
る
総
会

ア
ピ
ー
ル
を
採
択

し
、
最
後
に
谷
崎

事
務
局
長
な
ど
役

員
選
出
し
ま
し

た
。

全国行進者と子どもを先頭に

昨年の最賃引き上げの要請行動

運動方針案を提案する谷崎事務局長

２
０
０
０
万
人
を
超
え
、
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
は
１
１
０
０
万
人

に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
実
質

賃
金
は
５
年
連
続
で
低
下
し
家

計
の
消
費
は
２
年
連
続
で
減
少

す
る
な
ど
戦
後
最
悪
の
状
況
で

す
。
今
、
政
府
が
や
る
べ
き
こ

と
は
消
費
税
増
税
を
や
め
、
賃

金
の
大
幅
引
き
上
げ
、
社
会
保

障
の
拡
充
で
消
費
購
買
力
を
高

め
る
こ
と
で
す
。

　

安
倍
首
相
も
最
低
賃
金
の
引

上
げ
を
認
め
、
年
３
％
の
引
き

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
貧
富
と
格
差
が

拡
大
す
る
一
方
大

企
業
の
内
部
留
保

は
３
０
０
兆
円
を

超
え
、
富
裕
層
40

人
の
資
産
総
額
が

こ
の
４
年
間
で

７
・
２
兆
円
か
ら

15
・
４
兆
円
と
倍

化
し
て
い
ま
す
。

非
正
規
労
働
者
は

に
続
い
て
、
大
津
地
裁
に
よ
る

「
高
浜
原
発
3
・
4
号
機
運
転

差
し
止
め
」
仮
処
分
決
定
は
原

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、
組

合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

●
締
切
＝
８
月
15
日

●
発
表
＝
９
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄

外
に
表
記
。
「
第
308
回
ま
ち
が

い
さ
が
し
」
係
り
ま
で
。

第
306
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
①
椅
子
②
左
の
男

の
子
の
靴
下
③
ペ
ン
ダ
ン
ト

④
花
束
の
包
装
紙
⑤
カ
ッ
プ

⑥
ケ
ー
キ
⑦
エ
プ
ロ
ン
の
長

さ《
当
選
者
》
14
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

上
げ
を
求
め
て
い
ま
す
。
３
％

の
引
き
上
げ
で
は
２
０
２
０
ま

で
全
国
平
均
１
０
０
０
円
と
す

る
政
府
・
労
働
組
合
・
経
営
者

団
体
と
の
合
意
を
実
現
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

県
労
連
は
、
「
全
国
一
律
最

低
賃
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る

請
願
署
名
」
に
全
力
を
あ
げ
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

で
す
。
都
谷
森

孝
子
（
年
金
者

組
合
）
、
成
田

翔
子
（
年
金
者

組
合
）
、
三
浦

し
の
ぶ
（
ひ
だ

ま
り
ユ
ニ
オ

ン
）
、
越
善
妙

子
（
県
教
組
）

本
多
和
茂

被
爆
者
が
訴
え
る

核
兵
器
廃
絶
国
際
署
名

国民平和
大行進

レ
ー
ド
し
核

兵
器
廃
絶
を

訴
え
ま
し

た
。
６
日
、

通
し
行
進
者

３
人
と
原
水

協
役
員
、
被

爆
者
の
会
の

田
中
会
長
ら

が
鹿
内
青
森

市
長
を
訪

問
、
核
兵
器

廃
絶
、
平
和

を
め
ぐ
っ
て

懇
談
し
ま
し
た
。
翌
日
か
ら
日

本
海
コ
ー
ス
と
太
平
洋
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
県
内
を
行
進
し
ま

し
た
。


